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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

１
９
１
５
（
大
正
４
）
年
に
竣
工
し
た

大
講
堂
は
、
図
書
館
旧
館
と
と
も
に
ア
カ

デ
ミ
ッ
ク
な
雰
囲
気
を
醸
し
出
す
、
義
塾

の
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な
建
物
だ
っ
た
。

　

収
容
人
員
は
約
２
０
０
０
人
。
立
ち
席

を
加
え
る
と
約
２
５
０
０
人
が
一
堂
に
会

せ
る
、
東
京
で
も
屈
指
の
規
模
で
あ
っ
た

と
い
う
。
同
年
６
月
６
日
に
挙
行
さ
れ
た

開
館
式
で
当
時
の
鎌
田
栄
吉
塾
長
は
、
福

澤
諭
吉
先
生
が
始
め
た
三
田
演
説
会
の
伝

統
を
語
る
と
と
も
に
、
そ
の
会
場
で
あ
る

三
田
演
説
館
の
難
点
で
あ
っ
た
収
容
人
員

の
少
な
さ
に
触
れ
、
一
度
に
多
く
の
聴
衆

を
集
め
て
講
演
で
き
る
大
講
堂
の
完
成
を
、

｢

実
に
欣
喜
に
堪
え
ま
せ
ぬ｣

と
大
い
に

喜
ん
で
い
る
。

　

設
計
は
図
書
館
旧
館
と
同
じ
曾そ

禰ね

中ち
ゅ
う

條じ
ょ
う

建
築
事
務
所
。
建
築
費
7
万
円
は
、
福

澤
桃も
も

介す
け

か
ら
2
万
円
、
森
村
豊ほ
う

明め
い

会
か
ら

5
万
円
の
寄
付
を
受
け
、
付
帯
設
備
費

1
万
5
千
円
は
義
塾
で
賄
っ
た
。

　

寄
付
者
の
福
澤
桃
介
は
発
電
事
業
な
ど

多
方
面
で
活
躍
し
た
実
業
家
で
、
福
澤
先

生
の
娘
婿
。
森
村
豊
明
会
名
義
で
寄
付
を

し
た
森
村
市
左
衛
門
は
、
福
澤
先
生
の
考

え
に
共
鳴
し
て
貿
易
の
先
駆
者
と
な
り
、

後
の
森
村
商
事
と
な
る
森
村
組
や
日
本
陶

器
（
現
ノ
リ
タ
ケ
）、
東
洋
陶
器
（
現

T
O
T
O
）
な
ど
を
設
立
し
た
実
業
家
で

あ
る
。

　

三
田
の
図
書
館
旧
館
横
の
文
学
の
丘
に

「
し
ぐ
る
ゝ
や　

大
講
堂
の　

赤
れ
ん
が
」

と
刻
ま
れ
た
石
碑
が
あ
る
。塾
員
で
作
家
・

俳
人
の
久
保
田
万
太
郎
が
、
義
塾
で
教
鞭

を
執
り
、
築
地
小
劇
場
の
旗
揚
げ
宣
言
な

ど
の
講
演
を
大
講
堂
で
行
っ
た
亡
き
小
山

内
薫
を
偲
ん
で
、
別
れ
の
悲
し
み
を
雨
に

濡
れ
る
大
講
堂
の
レ
ン
ガ
に
重
ね
て
詠
ん

だ
句
で
あ
る
。

　

大
講
堂
で
は
、
小
山
内
の
他
に
も
、
芥

追
憶
の
三
田
山
上「
大
講
堂
」

〜
惜
し
ま
れ
つ
つ
姿
を
消
し
た
壮
麗
な
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
〜

三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
現
在
の
西
校
舎
の
位
置
に
あ
っ
た
大
講
堂
。

２
０
０
０
人
以
上
を
収
容
で
き
る
ホ
ー
ル
で
は
、
入
学
式
や
卒
業
式
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、

芥
川
龍
之
介
、
ア
イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
ら
が
聴
衆
に
語
り
か
け
、

小
山
内
薫
は
、
新
劇
の
夜
明
け
を
告
げ
る
”築
地
小
劇
場
“の
旗
揚
げ
宣
言
を
し
た
。

よ
り
広
い
演
説
の
場
を
求
め
て

大
正
４
年
に
開
館

大
講
堂
で
弁
を
振
る
っ
た

歴
史
上
の
著
名
人
た
ち

芥川龍之介やアインシュタインなど、大講堂では多くの著名
人が講演を行った

ユニコン像
一体は修復、もう一体
は復元されて、現在は
中等部に置かれている

壇上を望む
大講堂構内
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で
あ
る
。

　

１
９
４
５
（
昭
和
20
）
年
、
終
戦
を
目

前
に
し
た
5
月
。
三
田
山
上
に
も
い
よ
い

よ
戦
火
が
迫
る
。
空
襲
に
よ
る
被
害
は
甚

大
で
、
内
部
は
完
全
に
焼
け
落
ち
、
威
容

を
誇
っ
た
大
講
堂
は
外
壁
が
残
る
ば
か
り

の
無
残
な
姿
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
修
復

に
望
み
を
つ
な
ぎ
、
戦
後
も
10
年
以
上
に

わ
た
っ
て
廃
墟
の
ま
ま
存
置
さ
れ
た
も
の

の
、
１
９
５
７
（
昭
和
32
）
年
、
西
校
舎

建
設
の
た
め
遂
に
取
り
壊
さ
れ
た
。

川
龍
之
介
や
有
島
武
郎
な
ど
が
満
場
の
聴

衆
に
語
り
か
け
た
。
ま
た
ア
ジ
ア
人
初
の

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
で
あ
る
イ
ン
ド
の
詩

人
タ
ゴ
ー
ル
、
物
理
学
者
ア
イ
ン
シ
ュ
タ

イ
ン
な
ど
、
海
外
か
ら
の
文
化
人
た
ち
も
、

講
演
を
行
っ
て
い
る
。

　

１
９
３
２
（
昭
和
７
）
年
に
は
義
塾
創

立
75
年
記
念
式
典
が
大
講
堂
で
開
催
さ
れ
、

か
つ
て
義
塾
で
学
び
、
時
の
総
理
大
臣
と

な
っ
て
い
た
犬
養
毅
も
列
席
し
て
い
る
。

犬
養
が
五
・
一
五
事
件
の
凶
弾
に
倒
れ
る

の
は
そ
の
6
日
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　

１
９
２
３
（
大
正
12
）
年
に
起
こ
っ
た

関
東
大
震
災
で
は
、
大
講
堂
も
大
き
な
被

害
を
受
け
て
い
る
。
修
繕
に
あ
た
っ
て
は

玄
関
を
中
心
に
大
幅
な
改
装
が
施
さ
れ
、

同
時
に
３
階
バ
ル
コ
ニ
ー
に
一
対
の
ユ
ニ

コ
ン
像
が
設
置
さ
れ
た
。
一
見
グ
ロ
テ
ス

ク
な
が
ら
案
外
愛
嬌
の
あ
る
姿
で
塾
生
、

教
職
員
に
親
し
ま
れ
た
と
い
う
が
、
そ
の

来
歴
や
設
置
に
至
る
経
緯
は
今
も
っ
て
謎

震
災
後
に
並
ん
だ
一
対
の
像

戦
禍
を
受
け
迎
え
た
終
焉
の
時

空襲を受け鉄骨がむき出しになった大講堂内部

関東大震災前の
建築当時の大講堂

森
村
市
左
衛
門
は
、
大
講
堂
開
館
式
の
祝
辞
で
こ
ん
な
話
を
披
露
し
て
い
る
。
明
治
維
新
前
夜
、
貿

易
で
国
を
富
ま
せ
た
い
と
福
澤
先
生
に
相
談
し
た
と
こ
ろ
、「
戦
争
の
こ
と
と
か
政
治
の
こ
と
な
ど

は
皆
が
騒
い
で
居
る
が
、
如
何
に
も
今
日
の
急
務
は
外
国
貿
易
で
あ
る
」
と
励
ま
さ
れ
た
こ
と
。
ま

た
貿
易
事
業
開
始
後
、
為
替
な
ど
な
い
時
代
に
外
国
か
ら
日
本
へ
の
送
金
に
困
っ
て
相
談
し
た
と
こ

ろ
、
先
生
は
、
売
り
上
げ
を
そ
の
国
の
日
本
公
使
か
領
事
に
納
め
て
、
そ
の
領
収
書
を
も
と
に
外
務

省
か
ら
金
を
受
け
取
る
段
取
り
を
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
森
村
が
領
収
書
を
渡
す
と
、
先
生
は
早
々

に
馬
に
ま
た
が
り
外
務
省
へ
向
か
い
金
を
と
っ
て
来
て
く
れ
た
と
い
う
。
明
治
初
期
の
貿
易
事
始
め

の
実
情
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
馬
上
の
先
生
の
姿
が
目
に
浮
か
ぶ
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。

福
澤
先
生
、
馬
に
乗
り
外
務
省
へ
集
金 

〜
森
村
市
左
衛
門
の
大
講
堂
完
成
祝
辞
よ
り
〜




